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築
１
３
０
年
の
古
民
家

　

藤
沢
町
の
中
心
部
か
ら
西
へ
車

で
５
分
。
小
高
い
丘
の
上
に
農
家
民

宿「
観
樂
樓
」
が
あ
る
。

　

日
本
の
名
工
気
仙
大
工
が
建
て

た
築
１
３
０
年
の
古
民
家
は
、
ケ
ヤ

キ
の
通
し
柱
、
十
間（
18
㍍
）
も
あ

る
梁
、
一
枚
板
の
鏡
戸
な
ど
、
贅ぜ

い

を

尽
く
し
た
屋
敷
で
あ
る
。

　

「
山
で
木
を
切
る
。
製
材
し
て
建

て
る
。
当
時
は
、
全
て
の
作
業
が
人

力
で
、
近
所
の
人
た
ち
が
総
出
で
協

力
し
て
く
れ
た
。
完
成
ま
で
数
年

も
か
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
」
と
静

雄
さ
ん
。

　

風
格
あ
る
古
民
家
は
、
木
造
２

階
建
て
３
３
０
平
方
㍍
。
周
囲
を

山
々
に
囲
ま
れ
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
小

鳥
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え
て
く
る
。

民
宿
に
隣
接
す
る
私
設
庭
園「
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
観
樂
樓
」
に
は
、
約

８
千
本
の
花
木
が
咲
き
誇
る
。
晴

れ
た
日
に
、
こ
こ
で
食
べ
る
朝
食
は

格
別
だ
。

農
家
民
宿
の
開
業
を
決
意

　

14
年
前
、
こ
の
地
方
を
旅
し
た

東
京
の
女
性
た
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
宿
を
提
供
し
た
。
広
さ
17
・
５

畳
の
奥
座
敷
に
通
さ
れ
た
女
性
た

ち
は「
広
い
、
天
井
が
高
い
。
殿
様

に
な
っ
た
気
分
」
と
大
喜
び
し
た
。

　

そ
の
前
年
、
22
年
間
勤
め
た
会

社
が
廃
業
。
本
業
の
傍
ら
営
ん
で

い
た
農
業
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け

な
い
と
い
う
思
い
の
中
、
都
会
の
人

た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
見
て
、
農
家
民

宿
の
開
業
を
決
意
し
た
。

　

早
速
一
関
保
健
所
に
相
談
し
た
。

し
か
し
、
食
品
衛
生
法
、
消
防
法
や

建
築
基
準
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
基

準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
開
業
で
き

な
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

　

当
時
、
一
関
・
両
磐
地
方
に
は
、

静
雄
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
農
家
民

宿
を
目
指
す
人
た
ち
が
い
た
。
だ

が
、
な
か
な
か
下
り
な
い
許
可
を
待

ち
き
れ
ず
、
い
ず
れ
も
途
中
で
断
念

し
た
。
静
雄
さ
ん
は
た
っ
た
一
人
で

挑
戦
を
続
け
た
。

10
年
か
け
て
夢
を
実
現

　

農
家
民
宿
開
業
に
向
け
た
思
い

は
日
増
し
に
強
く
な
る
。

　

静
雄
さ
ん
は
、
講
習
会
に
参
加

し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

を
集
め
た
り
し
て
知
識
を
深
め
た
。

同
時
に
、
客
室
に
火
災
報
知
器
を

取
り
付
け
た
り
、
客
用
の
洗
面
所

や
厨
房
を
設
置
し
た
り
し
て
少
し

ず
つ
増
改
築
を
進
め
た
。

　

県
や
町
の
観
光
担
当
者
の
と
こ

ろ
に
も
何
度
も
足
を
運
び
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
関
係
機
関
や
団
体
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。

　

や
が
て
静
雄
さ
ん
は
、
グ
リ
ー
ン

農家民宿で普段着のおもてなし

囲炉裏を囲んでいただく旬の田舎料理とうまい酒。
家族のようなもてなしで心身ともに満たされる晩

ばんさん

餐は言葉にならない。
素朴さ、やさしさ、あったかさ。おもてなしの原点がここにある。

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
多
く
の

人
た
ち
と
出
会
う
。
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
や
知
識
を
得
な
が
ら
、
農
家

民
宿
開
業
の
夢
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
。

　

06
年
３
月
に
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
団
体「
と
ー

ば
ん
ふ
う
ど
く
ら
ぶ
」（
現
在
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
を
設
立
。
初
代
会
長
に
就

任
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地

域
活
性
化
に
も
取
り
組
み
始
め
た
。

こ
う
し
て
07
年
４
月
、
10
年
間
の

努
力
は
実
り
、
つ
い
に
営
業
許
可
を

取
得
し
た
。

　

「
焦
ら
ず
気
長
に
や
っ
て
き
た
の

が
よ
か
っ
た
。
農
家
民
宿
は
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
も
一
役
買
う

取
り
組
み
。
将
来
は
、
仲
間
を
増
や

し
て
、
団
体
の
受
け
入
れ
も
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
」
と
前
を
見
る
。

家
族
の
よ
う
な
も
て
な
し

　

一
関
・
両
磐
地
方
第
１
号
の
農

家
民
宿
は
、
古
く
か
ら
奥
座
敷
に

飾
っ
て
あ
っ
た
書
に
ち
な
み「
観
樂

樓
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
07
年
５
月

の
開
業
以
来
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　

囲
炉
裏
を
囲
ん
で
の
夕
食
は
話

も
弾
む
。
メ
ニ
ュ
ー
は
す
い
と
ん
、

古
代
米
ご
飯
、
山
菜
の
て
ん
ぷ
ら
な

ど
10
品
以
上
。
近
所
に
住
む
静
雄

さ
ん
の
姉
千
葉
泰
子
さ
ん
の
手
作

り
だ
。

　

山
菜
採
り
や
農
業
体
験
な
ど
、

囲
炉
裏
の
周
り
に
は

自
然
に
人
が
集
い
、
会
話
が
弾
む
。

築
百
三
十
年
の
古
民
家
に

温
か
い
物
語
が

生
ま
れ
る
。

ほっとできる癒やしの宿、懐かしの故郷の宿
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1）震災後は被災地の医療を支援す

るために、全国各地から派遣され

た医師やスタッフの宿泊場所として

も大きな役割を果たした。自宅感

覚で過ごせる温かいもてなしと店

主の粋な心遣いが医師やスタッフ

の心を癒やした／ 2）周囲を山々に

囲まれた観樂樓。絵画のように懐

かしい里山の風景は訪れた人を和

ませる／ 3）気仙大工が数年の歳

月をかけて建てた古民家は築130

年。ケヤキを使った太さ45～ 60

㌢の通し柱や長さ18㍍の梁などに

圧倒される／4）囲炉裏を囲み、う
まいどぶろくで一杯やる至福のひと

とき／ 5）客室には自慢の奥座敷を

提供。広さ17.5畳、天井高は3.7㍍
もある。「観樂樓」の書は先祖から

受け継ぐ家宝。直訳すると「見て楽

しむ館」。宿名の由来にもなってい

る／ 6）夕食は、地の食材を使った

旬の田舎料理。10品以上のおもて

なしに、心もおなかも満たされる

2

3

5

4

MAP
田
舎
を
丸
ご
と
体
感
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
も
充
実
。
さ
ら
に
、
古
民
家

を
舞
台
に
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
開

い
て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
も
、
美
し
い
農
村

風
景
も
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
田
舎

料
理
も
、
温
か
い
も
て
な
し
も
、
全

て
普
段
着
の
ま
ま
、
そ
れ
が
藤
沢
の

日
常
だ
。

　

こ
こ
に
は
、
一
流
ホ
テ
ル
や
高
級

旅
館
の
よ
う
な
都
会
的
サ
ー
ビ
ス

は
な
い
。
だ
が
、
訪
れ
た
誰
も
が
心

か
ら
思
う
。「
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ

た
」
と
。「
観
樂
樓
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
一
関
市
に
は
人
を
も
て
な

す
心
が
あ
る
。

6

1

日常




